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日本人 日朝対照言語学 韓 
留学生 
古文入門 川村 













留学生 口頭・文章表現Ⅱ 望月（春期）・阿部（秋期） 






















































留学生 口頭・文章表現Ⅱ 阿部（春期）・小柳（秋季） 












日本人 日朝対照言語学 韓 
留学生 
古文入門 川村 
文章表現・読解 A セン・海野/B 村尾 
口頭表現 I A 海野・阿部/B 阿部・海野 
＜彙報＞2017 年度開講科目一覧 














＊この他、各教員の担当する卒業論文演習・卒業研究演習（各 4 単位）あり。 
 
３-１．言語・情報コース 





担当 備 考 
言語研究入門 
 
講義 おもしろいぞ言語学・世界言語編 A 春期 2 風間 
備考は未確認( 
以下同じ） 
講義 おもしろいぞ言語学・世界言語編 B 秋期 2 風間  
日本言語研究
概論 
講義 現代語文法概論 春期 2 幸松  





春期 2 望月  
講義 現代語文法 春期 2 川村 
地域言語論・国語
科教育法Ⅰと共通 
講義 文法史 秋期 2 川村 
地域言語論・国語
科教育法Ⅰと共通 
授業科目 授 業 題 目 開講学期 単位 担当 
地域基礎 1A（日本 1） 
近代日本のアジア観 
―〈南方・南洋〉をめぐって 
春期 2 大久保 
地域基礎 1A（日本 2） 日本社会論：社会科学的入門 春期 2 春名 
地域基礎 2A（日本 1） 日本の都市と建築 春期 2 初田 
地域基礎 2A（日本 2） 沖縄／日本の戦後社会運動から見る世界 秋期 2 上原 
地域基礎 2A（日本 3） 日本史入門 秋期 2 ポーター 
地域基礎 2A（日本 4） 近代日本の文化と社会 春期 2 友常 
＜彙報＞2017 年度開講科目一覧 
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演習 日本語史の諸問題 1 春期 2 川村  
演習 日本語史の諸問題 2 秋期 2 川村  
演習 文法と語彙 春期 2 早津  




春期 2 望月  
言語学 
特殊研究 












演習 言語学演習 春期 2 風間  
演習 言語学演習 秋期 2 風間  
 
３-２．グローバルコミュニケーションコース 












秋期 2 櫻井  
日本語教育学
概論 




春期 2 阿部  
日本語教育学
研究 
講義 日本語の第二言語習得論 春期 2 海野  
講義 日本語教育のための音声教育実践 秋期 2 阿部  
講義 日本語の第二言語習得入門 秋期 2 海野  
講義 語用論、談話分析 秋期 2 谷口  
演習 日本語教育と語用論 1 春期 2 谷口  
演習 日本語教育と語用論 2 秋期 2 谷口  
演習 日本語教育学演習 春期 2 阿部  
演習 日本語教育学演習 秋期 2 阿部  
演習 日本語の第二言語習得演習 1 春期 2 海野  





- 143 - 
３-３．総合文化コース 





担当 備 考 
総合文化研究
入門 
講義 日本文化研究入門 秋期 2 柴田  
日本文化研究 
講義 物語と小説の理論 春期 2 柴田 日本文学と共通 
講義 日本古典文学 1 春期 2 村尾 日本文学と共通 
講義 日本古典文学 2 秋期 2 村尾  
講義 近現代日本の文学と文化的社会的背景 春期 2 坂東  
講義 近現代日本の文学と文化的社会的背景 秋期 2 坂東  
講義 近現代日本文学 1 春期 2 セン  
講義 近現代日本文学 2 秋期 2 セン  
演習 近代文学演習 春期 2 柴田  
演習 近代文学演習 秋期 2 柴田  
演習 日本古典文学 1 春期 2 村尾 日本文学と共通 









担当 備 考 
日本地域研究 




秋期 2 ポーター  
講義 民衆史Ⅰ マイノリティスタディーズ 春期 2 友常 
日本地域社会
論と共通 






春期 2 竹ノ内 
日本地域社会
論と共通 
講義 日本の古文書を読む 秋期 2 竹ノ内 
日本地域社会
論と共通 
講義 日本の伝統社会 春期 2 吉田  
講義 現代日本経済史および日本経済論 秋期 2 河村 
日本地域社会
論と共通 






春期 2 ポーター  
演習 幕末・維新期大阪の都市社会史 秋期 2 ポーター  
演習 日本の伝統社会を考える 春期 2 吉田  
演習 日本の伝統社会を考える 秋期 2 吉田  
＜彙報＞2017 年度開講科目一覧 
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演習 近代日本社会とマイノリティⅠ 春期 2 米谷 
日本文化論と
共通 
演習 近代日本社会とマイノリティⅡ 秋期 2 米谷 
日本文化論と
共通 
演習 近代性、文化、対抗文化 1 春期 2 友常  
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2017 年度修士論文・修士研究題目 
List of M.A. Theses/Projects 2017-2018 
 
大学院総合国際学研究科 博士前期課程 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備考 
言語文化専攻 文学・文化学研究コース 
ボ ル ジ ェ ル デ ィ ー  
フ ァ テ メ 





ハ ン  ス ン ヒ 米 谷 匡 史 戦後日本人の朝鮮認識―日本朝鮮研究所の活動を中心に― * 
キ ム  イ ン へ 米 谷 匡 史 金泰雲『朝鮮詩集』研究―李光洙の詩を中心に― * 
地域国際専攻 国際社会コース 
岩 瀬  み ゆ き 米 谷 匡 史 戦時期の野上弥生子―近代主義・女性・植民地― * 
地域国際専攻 国際日本コース   

















チ ェ ン ツ ァ 





エ ズ エ ル デ ィ ン 








泉  大 輔 鈴 木 智 美 「感」の形式的特徴と意味・用法に関する包括的考察 * 
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ウ  セ イ 藤 森 弘 子 日本語と中国語における「視点」を表す言語形成  
ラーソン ベンジャミン 
フ ィ ー リ ッ プ 
藤 森 弘 子 
タンデム学習に対するビリーフに関する一考察 
* 




キ ョ ウ  ウ ン 楠 本 徹 也 呼称における日中対照及び待遇機能 * 
コ  テ ン イ チ 中 村 彰 複合辞の一語性について―生成文法のアプローチから― * 




デ ナザレ フィゲイラ 





チ ン  レ イ テ イ 柴 田 勝 二 漱石文学における家族関係 * 
イ  ユ フ ァ ン 柴 田 勝 二 大岡文学に表れる闘争と悲劇―その相対的存在を廻って― * 




ラ  キ 柴 田 勝 二 三島文学における二重性と芸術性の関係―天皇観をめぐる―  
コ ウ  ト ウ ト ウ 柴 田 勝 二 村上春樹作品における動物の表象―鼠、羊と象を中心に― * 
アントネッラ モル 
ジ ッ ロ 
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サ  ハ ク ヨ ウ 川 村 大 「させられる」述語文の意味と構文―人主語を中心に― * 
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2017 年度修士論文・修士研究要旨 
Abstracts of M.A. Theses/Projects 2017-2018 
 



























岩瀬 みゆき（イワセ ミユキ）「戦時期の野上弥生子―近代主義・女性・植民地―」 
本稿は、1930 年代半ばから 1950 年代前半までの野上弥生子のテクストを近代主義、ジ
ェンダー、植民地主義の観点から解釈しなおし、戦時期と戦後における作家の精神の連続
性を明らかにすることを目的とする。序章では問いの設定、先行研究、分析対象と構成を
提示した。第 1 章では戦時期の言説と作家活動を検討した。第 2 章は女性をめぐる言説に
焦点を当てた。第 3 章では、植民地旅行記を分析し、野上の意識に内在化された植民地主
＜彙報＞2017 年度修士論文・修士研究要旨 




























































































































































ラーソン ベンジャミン フィリップ「タンデム学習に対するビリーフに関する一考察」 
本研究ではタンデム学習に対するビリーフを把握するためのアンケート調査を作成し、
実施した。 調査の対象は東京外国語大学で LETS という学生団体によって行われてい  
るタンデム学習の参加者である。この調査は全３回、２学期にかけて行い、そして延べ 178
の回答を得た。LETS の参加者は通常 TUFS で日本語を学習している外国人学生（JL）と
TUFS で外国語を専攻している日本人学生（JS）である。 
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2017 年度卒業論文・卒業研究題目 
List of B.A. Theses/Projects 2017-2018 
 
氏 名 指導教員 論 文 題 目 備 考 
言語文化学部 言語・情報コース 
パ ト リ シ オ  
バ レ ラ  
ア ル ミ ロ ン 
風間伸次郎 口語シンガポール英語における重複法について * 
飯 田  大 貴 風間伸次郎 AAVE における done 形と標準英語における have 
+ p.p. 形との対照研究 
*ロシア語 
池 田  安 奈 風間伸次郎 トルコ語における擬態を示す重複表現について―日
本語における類似研究を元に― 
*トルコ語 
植 島  一 輝 風間伸次郎 茨城県東南部地域におけるアクセントとイントネー
ションについて 
*ロシア語 
上 杉  晃 彬 風間伸次郎 トルコ語 ki の導く補文節に先行する述語 *トルコ語 
葛 西  麻 祐 子 風間伸次郎 日本語授受動詞の補助動詞用法における相互承接に
ついて 
*ポルトガル語 
キ ム  ゴ ウ ン 風間伸次郎 英語からの借用要素から構成された韓国の新造語に
ついて 
* 
清 水  一 樹 風間伸次郎 タガログ語の被行為者焦点動詞について *フィリピン語 
ト ウ  




中 尾  歩 美 風間伸次郎 ロシア語における不定詞の体―願望を表す名詞との
結合について― 
*ロシア語 
東 山  彩 加 風間伸次郎 タイ語における可能を表す助動詞 dây の出現環境に
ついて 
*タイ語 
武 藤  紳 介 風間伸次郎 現代日本語における副詞「全然」について *ロシア語 
荒 武  春 菜 早津恵美子 外来語名詞の分類―和語/漢語との使い分けから― * 
石 井  佐 弥 早津恵美子 新語『ほぼほぼ』について 
―語の持つ意味とかかる品詞の関係性から― 
*ポルトガル語 
細 谷  美 帆 早津恵美子 送り仮名を付けない転成名詞の表記―動詞の意識の
書き分けと複合語の表記― 
* 
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八 木  は る か 早津恵美子 日本語オノマトペと日本語教育について―オノマト
ペの持つ多義性、それに伴う語彙教育の観点から― 
* 
渡 邊  桃 子 早津恵美子 授与補助動詞構文における利益の受け手の表現方法 *フランス語 
言語文化学部 グローバルコミュニケーションコース 
青 木  友 香 阿 部 新 日ロバイリンガルの子どもたちの言語発達の現状―
作文調査を通して― 
*ロシア語 
今 田  詩 衣 香 阿 部 新 日韓国際結婚家庭の言語選択要因 *朝鮮語 




田 口  大 希 阿 部 新 高等学校国語科教科書リライト教材の作成―中国語
母語話者を対象として― 
*中国語 
橋 本  実 穂 阿 部 新 漢越語を利用した漢字教材 *ベトナム語 
西  晶 子 阿 部 新 ベトナムにおける外国語教育としての日本語教育―
メディアから読み解く現状と課題― 
*ベトナム語 
篠 田  千 暁 海 野 多 枝 留学による日本語学習意欲の変化―3 名の中国人日
本語学習者の場合― 
英語 
嶋 崎  理 沙 海 野 多 枝 The Identities of Japanese-English Bilinguals in 
Japanese International Schools 
マレーシア語 
土 屋  春 佳 海 野 多 枝 台湾人にとっての日本語の位置づけ 中国語 
永 井  舞 美 海 野 多 枝 日本語の独習について―ライフストーリー・インタ
ビューとディクテーションノートの考察から― 
* 








今 野  佑 理 谷 口 龍 子 「外国、外国人関連番組」における外国人の発話吹
き替えにみられる特徴―役割語を中心に― 
*マレー語 
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金 子  明 以 柴 田 勝 二 夢見たダツラ *朝鮮語 
島 田  雅 柴 田 勝 二 『花より男子』に見る韓国ドラマの非現実性 *朝鮮語 
内 藤  淳 柴 田 勝 二 川端康成と淋しさの文学 *中国語 
奈 良 橋  大 輔 柴 田 勝 二 谷崎潤一郎と野生―『細雪』再考 英語 
バ ク  ジ ウ 柴 田 勝 二 小説『女優』 * 
橋 本  由 佳 子 柴 田 勝 二 「泣きて後の冷笑」から考える樋口一葉 モンゴル語 
本 間  笑 子 柴 田 勝 二 三島由紀夫『仮面の告白』論 主人公の語り *ラオス語 
水久保  ちあき 柴 田 勝 二 小説『美也子の遺書』 *ロシア語 
張  念 曦 村 尾 誠 一 『万葉集』における大伴家持の恋歌に関する研究 * 
尹  惠 仙 村 尾 誠 一 『源氏物語』から見る薫の人物像―恋と道心を中心
に 
* 








イ  ドンヒョン 米 谷 匡 史 2015 年慰安婦合意から考える日韓関係―植民地支配
の未清算と被害者の排除の問題― 
* 
イ  ミ ン チ ェ 米 谷 匡 史 在日文学の女性像 * 
シ ョ ウ  リ カ 米 谷 匡 史 上海日本人学校の教育方針とその役割の変遷から見
る日中関係 
* 
松 井  俊 輔 米 谷 匡 史 「kamikaze」が意味するものとは？日本とフランス
の相違―2015 年 11 月 13 日のパリのテロ報道から― 
*英語 
山 根  裕 史 米 谷 匡 史 技能実習法による制度の変化と外国人受け入れの将
来について 
*フィリピン語 
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2017 年度卒業論文・卒業研究要旨 
Abstracts of B.A. Theses/Projects 2017-2018 
 





かった。最後に新たに見つかった CSE の重複について考察した。 
 
飯田 大貴（イイダ ヒロキ）「AAVE における done 形と標準英語における have + p.p. 
形との対照研究」 
 本稿では AAVE において、現在完了形と同様な意味をもつアスペクトマーカーである 
done 形をアメリカ標準英語の have + p.p. 形と比較し、両者の間での用法の違いを解明す
ることを目的とした。非標準形での継続用法の有無を調査 1、非標準形の出現状況の考察を



















上杉 晃彬（ウエスギ テルアキ）「トルコ語 ki の導く補文節に先行する述語」  
本稿では、トルコ語において補文節を導く ki に先行する述語を対象とし、コーパス調査
＜彙報＞2017 年度卒業論文・卒業研究要旨 










を行った。授受動詞が 2 つ相互に承接した動詞複合体をコーパスから抽出し、7 つの授受動
詞がいかなる順序で承接できるのか明らかにした。そこから各形式ごとの意味機能の違い、
参与者の格表示、参与者を項で明示する割合、用法などを明らかにした。同じ系列の授受










清水 一樹（シミズ カズキ）「タガログ語の被行為者焦点動詞について」 




うな IN 動詞はまれに見られ、2 つの焦点動詞の間の｢揺れ」であると考察した。 
 
陶 天龍（トウ テンリュウ）「南琉球宮古語池間方言における主題助詞 =gjaa について」 
 本稿では、宮古語池間方言の主題助詞 =gjaa について、4 つの共時的な調査をしてから、
通時的に =gjaa の語源を考察する。共時的な調査では、I. =gjaa の出現環境、II. =gjaa の
焦点・否定との共起、III. =gjaa とほかの 2 つの主題助詞 =a と =baa との使い分け、IV. 数
量詞・副詞のあとに現れる=gjaa を考察し、通時的な調査では、調査 I から調査 III をもと
にして、池間方言の =gjaa の語源を考察し、なぜ =gjaa が =baa に取って代わったのかに
ついて説明を試みる。 
＜彙報＞2017 年度卒業論文・卒業研究要旨 
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中尾 歩美（ナカオ アミ）「ロシア語における不定詞の体―願望を表す名詞との結合につ
いて―」 






























































































































































































































張 念曦（チョウ ネンシ）「『万葉集』における大伴家持の恋歌に関する研究」 
「万葉集」における大伴家持の恋歌を研究した。まず序論に古代の恋愛生活や大伴家持
＜彙報＞2017 年度卒業論文・卒業研究要旨 
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松井 俊輔（マツイ シュンスケ）「「kamikaze」が意味するものとは？日本とフランスの
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投稿規定 








組版は横組みを基本とし、仕上がり紙面は、「1 ページ＝40 字×36 行、余白＝上：35mm、
下・右・左：30mm」（禁則処理 ON）とします。なお、句読点は「。」「、」を原則とします。 
３．投稿原稿の種類と分量は、次の基準によるものとします。 
論      文：仕上がり紙面 18 ページ（400 字づめ原稿用紙 65 枚相当）以内 
研究ノート：仕上がり紙面 12 ページ（400 字づめ原稿用紙 40 枚相当）以内 
実 践 報 告：仕上がり紙面 12 ページ（400 字づめ原稿用紙 40 枚相当）以内 
短      信：仕上がり紙面  6 ページ（400 字づめ原稿用紙 20 枚相当）以内 
４．投稿の際に提出するもの 













 投稿の締め切り日は、毎年 9 月末日です。 
 審査結果は、原則として 11 月中旬までに通知することとします。 





〒183-8534  東京都 府中市 朝日町 3-11-1 
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『日本研究教育年報』編集委員会 
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